The Regional Characteristics of Wine Tourism and its Spatial Structure in Hunter Valley, New South Wales, Australia by 市橋 千尋
  
平成 26 年度修士論文  
 
 
 
 
 
オーストラリア・ハンターバレーにおける 
ワインツーリズムの地域的特徴とその空間的展開 
 
 
 
 
 
 
 
首都大学東京大学院  
都市環境科学研究科  
都市環境科学専攻  
観光科学域  
 
 
13842402 市橋千尋  
指導教授  菊地俊夫  
 
  
The Regional Characteristics of Wine Tourism 
and its Spatial Structure 
in Hunter Valley, New South Wales, Australia. 
 
Chihiro Ichihashi 
Abstract 
  Today, wine and food have long been regarded as an important 
component of the tourist experience. They are featured not only in 
tourism advertisements and promotion at the destination but also the 
extent to which they contribute to tourist attractions that plays the role 
in rural tourism development. The purpose of this research is to reveal 
the regional development of wine tourism and its spatial structure that 
is based on the development process of each winery in Hunter Valley, 
Hunter region, New South Wales, which is an Australian rural area. 
Wine tourism does not only mean tasting or purchasing wine in 
wineries, but also experiencing the whole process and understanding 
the food culture that goes hand in hand with the whole wine production 
in this area. The process includes the fermentation process from 
harvest to dine and the viticulture and its landscape. All these 
activities are used to build wine tourism in this area. Naturally 
socializing with local people and winemakers, experiencing the rural 
life that is related to the wine industry, as well as learning the history 
of this area are recognized as the main reasons of visiting wine 
regions. As Saitoh (2010) mentioned that wines reflect their localities 
and enable us to form an image of the landscapes and the smell of the 
regions from drinking the wine. It is significant to review how this area 
has been developed as a wine tourism region by merging factors such 
as climate, society, economy, history and culture in this area.  
Hunter Valley is located approximately 3 hours north of Sydney and 
this region has played a role in the history of Australian wine as the 
first wine regions where viticulture started in 19th century. Five main 
regions in Hunter Valley – Pokolbin, Mount View, Broke, Wollombi and 
Cessnock - consist of Hunter Valley Wine Country. We focus on 
Pokolbin area that plays a key role in wine tourism in Hunter Valley. To 
capture the characteristics of wine tourism, statistics analysis and 
interview data are analyzed. 
 Regarding the spatial structure, from 1990’s, most of the wineries 
were located along the main road so that it was easier to transport the 
products to markets in the cities such as Newcastle and Sydney, 
which was the main purpose because at that time wine tourism had 
not been developed. Afterwards with the improvement of the highways, 
the vineyards in surrounding areas also developed and it was also 
dispirited. Such a dispersive structure reflects the landform of Hunter 
Valley. The increase in interest of the product by the society led more 
people to visit the area and encouraged them to purchase the 
products. As a result of analyzing the location of each winery, wine 
tourism in this area had been established from late 1990’s. However 
after 2000’s the establishment of new wineries has stopped but other 
attractions such as accommodations, restaurants and weddings had 
increased. New trends and restructuring were also seen in this area. 
  So as to capture the new trends, we divided wineries into two 
patterns; large-scale wineries and small-scale wineries. As for the 
small-scale wineries, they do not promote wine tourism but have 
developed from dealing with the small amount of visitors. We can 
place the small-scale wineries as the traditional wine tourism. On 
other hand the large-scale wineries do not only produce wine but also 
have other multiple attractions such as coping with wine tourism, 
which turned into a mass tourism attraction. These wineries attract 
visitors from within and outside the country too which is why they use 
greater land for their business as compared to the small-scale 
wineries and thus the special structure and establishment in the 
surrounding areas is favorable to them. 
Wine tourism in Hunter Valley has been changed into a one that has 
a focus on the large-scale wineries. However, it also means an 
oligopoly market of the specific large-scale wineries, due not to have 
any relationships between large-scale and small-scale wineries 
because of its dispersed structure. 
 
 
  
要旨  
ワインと食は、さまざまな観光地における観光アトラクションの構成要素
のひとつとして重視され、それらは単なる観光プロモーション機能としてだ
けではなく、農業地域におけるルーラルツーリズムの発展に重要な役割を果
たしてきた。本研究はオーストラリア・ニューサウスウェールズ州のハンタ
ーバレーを事例にして、ワインツーリズムの地域的特徴とその空間的展開を
個々のワイナリーの発展プロセスに基づいて明らかにすることを目的とし
た。  
ワインツーリズムは、単にワイナリーでワインを飲み購入するだけではな
い。ワインの原料となるブドウ栽培とその景観、およびブドウの収穫からワ
イン醸造までの加工プロセス、さらに醸造されたワインと組み合わされた食
文化を見る、聞く、味わうことがひとつのセットとなりワインツーリズムを
つくりだしている。当然のことながら、ワイン生産に関連した農村生活や地
域住民との交流、および地域の歴史や伝統もワインツーリズムの要素として
重要である。つまり、ワインを生産している地域の風土そのものがワインツ
ーリズムの対象となる。齋藤（2010）が、「完成したワインには地域色が必
ずあり、ひとつひとつのワインの銘柄のなかに土地の香りを感じとり、生み
だされる土地の風景をイメージすることができる」と述べているように、ハ
ンター地域特有の自然条件や社会経済条件、および歴史文化条件がワイン産
業と結びつきながら、どのようにワインツーリズムが発展してきたのかを明
らかにすることは意義のあることである。  
ハ ン タ ー バ レ ー は 、ニ ュ ー サ ウ ス ウ ェ ー ル ズ 州 の 東 海 岸 中 央 部 に
位 置 し 、ポ コ ル ビ ン 、ブ ロ ー ク 、ラ ブ デ ー ル 、シ ン グ ル ト ン 、 ウ
ォ ロ ン ビ ー 、 セ ス ノ ッ ク の 6つ の 地 区 で 形 成 さ れ て お り 、 2 0 1 4年
現 在 、 1 4 7軒 の ワ イ ナ リ ー が 展 開 し て い る 。 本 研 究 は 、 ハ ン タ ー
バ レ ー の ワ イ ン ツ ー リ ズ ム の 中 核 的 な 役 割 を 担 う ポ コ ル ビ ン 地
区 に 注 目 し 、そ こ に 立 地 す る 6 6軒 の ワ イ ナ リ ー を 対 象 に ワ イ ン ツ
ー リ ズ ム の 地 域 的 特 徴 を 明 ら か に し た 。  
ハンターバレーにおけるワイナリーの立地展開をみると、1900 年前後に
おけるワイナリーの立地は主要道路沿いに集中して展開していた。これは、
醸造されたワインの市場がニューカッスルやシドニーといった近郊都市で
あったため、それらの都市に輸送しやすい立地が最優先された結果でもある。
つまり、この時期のワイン生産は都市市場への供給を目的としており、ワイ
ンツーリズムは未発達な状態であった。その後、道路網の整備にともなって
ハンターバレーの周辺地域でのブドウ園の開発が進み、ワイナリーも分散し
て立地するようになった。このような分散的な立地は、ハンターバレーの波
浪状の丘陵地形を反映している。波浪状の丘陵地形は日照条件が斜面方向や
微地形によって異なるため、ブドウの栽培適地が広い範囲に及ぶことになる。
ハンターバレーのワインの評価が高まるにつれて、現地でワインを購入しよ
うとする人びとが多くなってきた。ハンターバレーが都市の近郊に位置して
いることも、ワイン購入の人びとを引き付ける大きな要素になった。結果的
には、1990 年代になるとワイナリーの立地が増加し、ワインツーリズムが
確立した。しかし、2000 年以降になると、新規のワイナリーの立地は少な
くなり、ワイナリーの宿泊や食事などの観光アトラクション機能が増え、ワ
インツーリズムの新たな再編と展開がみられるようになった。  
新たなワインツーリズムを検討するため、ハンターバレーのポコルビン地
区のワイナリーを、観光アトラクションの種類と数により大規模ワイナリー
および小規模ワイナリーに類型化した。小規模ワイナリーはワインの販売を
行っているが、積極的にワインツーリズムを推進しているわけではない。中
規模ワイナリーは特徴的なワインを生産し、顔なじみや特約の観光客を相手
にワインツーリズムを展開している。以上に述べてきたワイナリーを中心と
したワインツーリズムはハンターバレーの伝統的なワインツーリズムとし
て位置づけることができ、それらは幹線道路沿いを中心に空間的に展開して
いる。他方、大規模ワイナリーはワイン生産とともに、宿泊やレストラン、
および土産物店やスポーツ施設などの複合的な観光アトラクションを備え
ており、ワイン生産に関するテーマパーク的な存在にもなっている。つまり、
大規模ワイナリーはマスツーリズムかしたワインツーリズムに対応したも
のとなり、内外の多くの観光客を集めている。大規模ワイナリーでは団体客
を受け入れるための駐車場やテイスティングルームなど広い土地が必要な
ため、その空間的な展開は周辺地域の新規の造園地区で有利となる。  
ハンターバレーのワインツーリズムは大規模ワイナリーを中心としたもの
に変化してきたが、特定の大規模ワイナリーがワインツーリズムを寡占する
傾向を強めていることも地域的特徴のひとつである。これは、ワイナリーが
空間的に分散して立地展開しているため、小規模ワイナリーや中規模、およ
び大規模ワイナリーの連携が希薄なことに起因している。  
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Ⅰ はじめに  
1. 研究背景  
ワインと食は、観光客行動の構成要素として重視されてきた (C. Michael 
1998)。さらに、それらは単なる観光プロモーション機能だけではなく、農
業地域におけるルーラルツーリズムの発展に重要な役割を果たしてきた。ま
た、近年食の多様化が進み、生産者・製法・品質が重視され、ローカル性を
強調した食品の生産、食のブランド化という考え方が広がりつつある。ワイ
ン産業においてもそのような傾向がみられ、多くのワイン生産地が従来のブ
ドウ栽培・ワイン醸造業に加えて、ワインをテーマとした観光に力を入れる
ようになった（齋藤 2011）。ワイナリーで醸造される質の高い商品に加え、
ブドウ畑の美しい景観が産地のブランドイメージを高めると考えられるよ
うになるなど（斎藤 2011）、遺産的価値への関心の向上を、観光資源のひと
つとしてワインツーリズムに結び付けようとする取り組みが各地で行われ
ている（斎藤  2012）。  
ワインツーリズムは、農村景観やルーラリティと強い関わりがあり、
Richard ほか（2011）がワインツーリズムにおけるブドウ畑の風景や地域住
民との触れ合いが重要であると論じたように、農村での暮らしを体感し、地
域住民との交流を楽しみ、地域の歴史やワインに関する知識を得ることは、
ワインツーリズムに欠かせない要素である。ワインツーリズムに関する従来
の研究において、地場産業としての存立・発展メカニズム（経済地理学的研
究）、景観や消費文化（文化地理学的研究）、原産地呼称の認定に関する領域
紛争（政治地理学的研究）、ワイナリー来訪者を対象とした観光客行動（行
動地理学的研究）  など、これまでさまざまなアプローチ法で研究がされて
きた。しかし、従来の研究は観光客の具体的な体験・関心に基づくものが多
く（Richard 2011）、ワインツーリズムの真の魅力である、ブドウ畑の美し
い景観や、ワイナリーに付随する豊富なアトラクションに着目した研究があ
まりされていないのが現状である。そこで、Richard (2012)はブドウ畑の持
つ景観に着目しワインツーリズムの発展過程を調査したが、そこでは実地的
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な調査はされておらず、個々のワイナリーに着目し地域全体を考察したもの
は私見の限りない。  
齋藤（2011）は、ワインの質・風味はブドウの種類や出来に大きく左右
されることから、ワインづくりは地域資源を利用する生業に基盤を置いてお
り、ローカルな食を支えその価値を高める役割があるとした。また、フラン
スのグラン・クリュは、ブドウの生産地域が狭くなるほど、その土地柄を反
映したより高品質なワインが作られると考えた（斎藤  2009）。そこで本研
究では、ハンターバレーに展開する個々のワイナリーに焦点を当て、ハンタ
ーバレー特有の歴史や文化、経済、産業と照らし合わせ、ワイン生産を観光
の主軸に置いたハンターバレーにおけるワインツーリズムが、地域産業とし
てどのように発展してきたかを検証する。  
ワインツーリズムについて研究することは、生態学や生物物理学、歴史学
や社会科学、経済学や観光学などといったさまざまな学問を横断し理解する
ことである。ワインを飲むということは、単なる日常生活の一活動に過ぎず、
非日常なものだといわれる（McIntyre ほか  2013）ように、一般的な食べ物
と異なり、生産地域の文化的影響を強く受けたその豊富な種類数は、私たち
に多くの選択肢を与える。ワイン生産を活用した観光地として発展してきた
ハンターバレーを研究対象地として調査を行い、さらにこの地域の発展プロ
セスが他地域にも応用できるかを考えることは意義のあることだと考える。 
 
2. ワインツーリズム  
WTO (World Tourism Organization) が、ワインツーリズムを“The 
activities of persons travelling to and staying in places outside their usual 
environment for not more than one consecutive year for leisure, business 
and their purposes”と定義したように、ワインツーリズムとは、単にワイ
ンを飲み購入するだけではない。特に都市部に住む人に対し、都会の喧騒か
ら離れ非日常な空間でブドウ畑の景観や農村での生活を楽しみリラックス
する機会を与え、さらにワイナリーでの会話を通して、ワイン生産や地域の
歴史に関する知識を得ることができるなど、さまざまな意味を持つ。C. 
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Michael (1998) は、観光客がワイナリーを訪問する具体的な動機として以
下を挙げた。  
・試飲や購入  
・イベント、お祭りへの参加  
・家族や友人との交流  
・農村生活を体験すること  
・その他のアトラクション・アクティビティ  
・ワインやワイン生産について学ぶこと  
・ワイナリーで食事をすること（写真 1）  
・ワイナリーツアーへの参加（写真 2）  
・ワイン生産者との交流  
また、C. Michael (1998)は、観光客の動機づけについて 2 つに種類分けを
おこなった（図 1）。その目的地自体、つまりワイン生産地域を訪れること
が動機となりその地を訪れ、ワインツーリズムに付随する様々なアクティビ
ティを体験する場合と、ワインテイスティングなどの体験行動自体が動機と
なり観光行動につながる、2 つのパターンがあると定義した。  
 
写真 1 ブドウ畑を一望できるレストラン  
  （2014 年 5 月  筆者撮影）  
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写真 2 ワイナリーツアー  
  （2014 年 5 月  筆者撮影）  
 
図 1 ワインツーリズムにおけるアクティビティ /目的地のモデル  
（C. Michael 1998 より作成）  
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2-1) オーストラリアにおけるワインツーリズム  
1990 年代のワインツーリズム確立以降、オーストラリアは新大陸を中心
としたワイン生産国の見本として成長してきた（Steve 2002）。現在オース
トラリアには、本研究の対象地であるハンターバレーのほか、南オーストラ
リア州に展開するバロッサバレー、ヴィクトリア州のヤラバレー、西オース
トラリア州のマーガレットリバーなど、国内に 65 か所以上、約 2700 軒の
ワイナリーが展開している 1)。そのうちのおよそ 75％が創立 25 年以内の比
較的歴史の浅い企業であることからわかるように、ハンターバレーにおける
ワイナリーも、ここ 30 年で急激に発展してきた。  
ハンターバレーにおけるワインツーリズムの特徴として、アメリカ・カリ
フォルニア州に展開するナパバレーなどとは異なり、ハンターバレーには田
舎町らしい環境が残っており、その魅力的な景観と、観光に適した気候が、
これまで多くの観光客らを魅了してきた。しかし、後述するが、その交通手
段に関しては依然として改善が必要といえる。インフラ面のほか、外国人観
光客の誘致も今後の課題といえよう。Donald (2000)によると、ハンターバ
レーを訪れる観光客の 70％がシドニーをはじめとしたニューサウスウェー
ルズ州内からの観光客で、20%がニューサウスウェールズ州外からの国内観
光客、外国人観光客はおよそ 10％と、今後外国人観光客の増加が期待され
る観光地である。  
 
2-2) 日本におけるワインツーリズム  
寺内（2003）を参考に、日本におけるワイン産業の歴史についてみてい
く。日本では現在まで 5 回のワインブームがあったといわれている。  
1972 年～1977 年の第 1 次ワインブーム期とは、食生活が西欧化・多様化
を迎え、徐々に日本国内におけるワインの消費文化が導入されたころである。
この背景には、1964 年の海外旅行自由化、1970 年の日本万国博覧会開催な
どにより、外国文化に直接接する機会が増えたことが指摘される。その後、
第 2 次ワインブームを経て、1981 年～1986 年の第 3 次ワインブーム期には
比較的安価なワインが市場へ参入し、日本におけるワイン産業は急成長を遂
げた。さらにこの時期は、関税引き下げや円高による輸入ワインの価格下落
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により、日本におけるワイン消費量が伸長した時期でもある。第 4 次ワイン
ブーム期には、国内における輸入ワインの競争力が高まり、品質・品ぞろえ
の充実による輸入ワインの拡大は、ワイン消費の伸長をさらに促した。そし
て、1994 年からは第 5 次ワインブームとして、高価格・高品質なワインが
台頭となる。  
日本におけるワインツーリズムの成功例としては、山梨県勝沼町や宮崎県
都農町、兵庫県神戸市などが挙げられる。日本のｎワインツーリズムの特徴
は、地域全体のブランド化というエリアマネジメント的要素ではなく、地域
資源であるブドウを活かし、地域産業の観光地化とブランド化を目指したも
のが多い。  
 
3. 研究目的  
本研究では、個々のワイナリーに焦点をあて、地域全体の発展プロセスを
検証することで、地域的な特徴がみられないかと考えた。ワイン産業を観光
の主軸に置いたハンターバレーにおけるワインツーリズムが、地域産業とし
てどのように発展してきたかを明らかにする。齋藤（2010）は、「完成した
ワインには地域色が必ずあり、一つ一つの銘柄の中に土地の香りを感じとり、
生み出される土地の風景をイメージすることができる」と論じた。ハンター
バレーの歴史・文化とワイン産業が結びつき、どのような取り組みによって
どのように発展してきたのかを知ることは意義のあることだと考える。  
 
4. 研究対象地域  
本研究の研究対象地であるハンターバレーは、オーストラリア最大都市で
あるシドニーから北へおよそ 150km 離れたハンター地域 2) （図 2）、
Cessnock Local Government Area (LGA)内に位置し 3) （図 3）、オーストラ
リアで最初にブドウ栽培がおこなわれた地域として知られている、主要観光
地のひとつである。ニューサウスウェールズ州でもっとも広い、21760 ㎢の
広大な平野をもつこの地域は、夏平均気温が 21.1℃、冬の最低気温が 4.4℃、
年間降水量は 750 ㎜と地中海性気候に似た穏やかな気候が特徴である。土
壌条件は多種多様であるが、一般的にやせた土壌といわれる。しかし、波打
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つような丘陵地形のおかげで、白ワイン用のブドウ栽培に適した沖積砂質土、
赤ワインに適した火山灰土と粘土ロームなどの良質な土壌が生成される場
所もみられる。  
州全体の輸出量の 9 割を占める炭鉱業のほか（年間 100 億ドル）、製造業・
建設業、農業関連産業（10 億ドル）、ワイン産業（2 億ドル）とそれに関連
する観光業でながく発展してきた地域であり、今日も各産業がこの地域を支
える。特に炭鉱業がさかんで、アルミニウムの生産・輸送も主要産業の１つ
で、オーストラリア全体の 36%のアルミニウムがここで生産される。  
ハンターバレーのある地域にはポートスティーブンスなどの観光地もあ
り、オーストラリア最大の都市であるシドニーから車で約 2 時間の距離にあ
ることから、地元住民は勿論、オプショナルツアーを利用した外国人旅行者
も訪れる観光地として発展してきた。ハンターバレーはシドニーやニューカ
ッスルからの車でのアクセスに優れており、特に The Hunter Expressway
が 2014 年の終わりに開通したことでハンターバレー・ニューカッスル間の
利便性が向上したほか、Kurri Kurri や Branxton 地域へのアクセスも可能に
した。さらに、ニューサウスウェールズ州内だけでなく、ニューカッスル空
港によりメルボルン・キャンベラ・ブリスベンやゴールドコーストといった
オーストラリアの主要都市へのアクセスのほか、シドニーからの乗り継ぎに
より国際線からのアクセスも可能である。  
ハンターバレーにおけるブドウ栽培面積はニューサウスウェールズ州最
大ではないものの、シドニーをはじめとした消費地に近いことがハンターバ
レーの観光地化を可能にしてきた（図 4,5）。  
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 図 2 ハンター地域  
（Hunter Regional Plan 2013-23 より引用）  
 
図 3 セスノック LGA 
（Cessnock Economic Development Strategy より引用）  
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図 4 ニューサウスウェールズ州におけるブドウ収穫面積  
（農業センサスより引用）  
 
図 5 ハンター地域におけるブドウ栽培面積  
（農業センサスより引用）  
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4-1) 研究対象地における人口推移  
 
表 1 ハンター地域における人口増加率（1991-2011）  
 
（Cessnock Economic Development Strategy より引用）  
 
ハンター地域における人口は 650773 人で（2012 年現在）、ニューサウス
ウェールズ州全体の 8％程度を占める。人口のほとんどが港から 25km 圏内
に居住しており、またその半数以上がニューカッスル市、もしくはレイクマ
ッコーリー市に住む。2011 年の統計情報によると、セスノック市の人口は
50840 人だった（表 1）。2006 年から 2011 年にかけ、セスノック地区の人
口増加率はハンター地域で最も高く、さらにニューサウスウェールズ州全体
でも 3 番目の増加率と、近年都市化が進められる、発展の著しい地域である。 
 
4-2) 研究対象地における土地利用変化  
1800 年代のヨーロッパ人の入植以来、この地域では主に農業や家畜飼育
などが行われてきたが、近年はニューカッスル周辺部の急激な都市化・人口
増加に伴う輸送手段の拡大や住宅建設による大規模な土地利用変化がみら
れるほか、インターネット環境の整備などが進められるなど、今後急速な発
展が予想される。セスノック市の 50%以上が農業用地であり、そのうちの
199100% 1996 2001 2006 2011
% of Region
2011
Cessnock 4384900% 44,362 45,204 46,206 50,840 8.2
Lake Maquarie 16202600% 170,495 177,619 183,138 189,006 30.5
Maitland 4690900% 49,941 53,803 61,880 67,478 10.9
Newcastle 13130500% 133,686 137,307 141,753 148,535 23.9
Port Sthephens 4373500% 51,288 56,677 60,484 64,807 10.4
Lower Hunter Sub-region 42782400% 449,772 470,610 493,461 520,666 83.9
Dungog 736500% 7,658 7,901 8,062 8,318 1.3
Gloucester 465000% 4,816 4,687 4,802 4,877 0.8
Great Lakes 2599900% 28,609 31,384 32,766 34,430 5.5
Muswellbrook 1511100% 15,562 14,796 15,236 15,791 2.5
Singleton 1866100% 200,133 20,384 21,937 22,695 3.7
Upper Hunter 1408300% 13,941 13,825 12,976 13,754 2.2
Upper Hunter Sub-region 8586900% 90,719 92,977 95,779 99,865 16.1
Total Hunter Region 51369300% 540,491 563,587 589,240 620,531 100.0
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60%で比較的小規模な農業がおこなわれている。80ha を超える面積を有す
る農地の数はわずか 5%にとどまり、ブドウ栽培をはじめとするこの地域で
の農業は、昔から家族経営型として発達してきた。  
 
5. 研究方法  
本研究では、①個々のワイナリーの分析、②ハンターバレー地域全体の分
析をおこなうことで、そこから読み取れる地域特有の文化や歴史とワイナリ
ーの分布傾向を用いて、地域的な特徴がみられないかと考えた。  
具体的には、①地域の基本的情報の理解、②観光客数の推移とその要因、
③土地利用や農業の年次変化、④ワイナリーの分布変化、⑤ワイナリーや行
政の観光業への取り組みについて調査した。  
研究にあたり、ハンターバレーにおよそ 150 か所展開するワイナリーの
うち、Hunter Valley Wine Country Tourism に加盟する 101 軒のワイナリー
を対象とした４）（図 6）。そのうち、ハンターバレーの中心であり、観光客
の玄関口であるポコルビン地区 5)に展開する 66 軒のワイナリーについて検
証する（図 7,8､写真 3）。Tyrrell’s Wines, McWilliams Wines, Drayton’s 
Family Wines といった、創業以来何世代にもわたってオーストラリアのワ
イン生産に貢献し、現在も幅広い産業を通してオーストラリアの観光業を
支える伝統のあるワイナリーもこの地区に立地しており、ハンターバレー
の発展プロセスを明らかにするにあたり適当な地区である。66 軒のワイナ
リーのうち、45 軒に実地調査、うち 10 軒により詳細な調査を行うことで、
本地域でのワインツーリズムの発展プロセスを明らかにしていく。統計情
報のほか、個々のワイナリーでの実地調査、対面式インタビュー調査を行
うことで必要なデータを得、年代ごとの変化を検証する。  
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図 6 ハンターバレーにおけるワイナリー分布  
（HVTA6）ホームページより筆者作成）  
 
図 7 現在のポコルビン地区におけるワイナリー分布  
（HVTA ホームページより筆者作成）  
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 図 8 6 つの地区で形成されるハンターバレー  
（HUNTER VALLEY MAGAZINE より引用）  
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写真 3 ポコルビン地区の風景  
  （2014 年 2 月  筆者撮影）  
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Ⅱ オーストラリアにおけるワインツーリズムの位置づけ  
1. オーストラリアのワイン産業からみたワインツーリズムの位置づけ  
 1-1) ワイン生産の近年の傾向  
ワインを生産用ブドウの栽培適地は幅広く、オーストラリアや南カリフォ
ルニアといった暑さの厳しい地域から、イギリスやタスマニアなど比較的寒
冷な地域、またカリフォルニアのセントラルバレーやイスラエルといった乾
燥地帯、ニュージーランドのような湿潤な気候、さらには山間部などで栽培
が可能である。その土地固有の気候や土壌条件により、生産されるワインの
種類や味が異なることがワイン産業の魅力であり、各地域におけるワインツ
ーリズムの発展に大きく寄与してきた。  
オーストラリアをはじめとした新大陸でのワイン生産量・輸出量が増加し
ており、今後こういった新大陸ワインの国際化の推進は、ヨーロッパの歴史
あるワイン生産地との間の競争を激化させることが予想される。しかし、ワ
イン市場の変化が発生しているとはいえ、世界的にみてもワインの生産量・
消費量は 1980 年代をピークに減少している。特にヨーロッパをはじめとし
た旧世界のワイン生産量の減少は顕著であり、これは消費者嗜好の変化と自
動車の普及などが原因といわれている。ワインへの支出高は変化していない
ものの消費量が減少していることからもわかるように、消費者がより質の高
いワインを好むようになったためだといえる。  
このように、ワイン産業とワインツーリズムは気候や地形といった自然条
件だけでなく、社会経済条件にも大きく影響を受ける。かつては、ワイナリ
ーとブドウ畑は隣接し、各企業は自社で作ったブドウをワイナリーで醸造・
販売することが主流であったが、輸送コストやブドウ畑を維持するためのコ
ストの問題から、近年オーストラリアにおいては、ある地域でできたブドウ
を他地域に輸送しブレンドしたり、他のワイナリーやブドウ栽培者が栽培し
たブドウを購入し、自社のワイナリーでワインを生産したりする経営者が増
加している。  
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 1-2) オーストラリアにおけるワイン生産業・ブドウ栽培  
 オーストラリアおよびニューサウスウェールズ州におけるワイン用ブド
ウ生産量変化について考察する。  
2012 年のオーストラリアでは、148509ha のブドウ畑で 166 万トンのブ
ドウが収穫され、110 万トンのワインが生産された。2012 年の世界の輸出
用ワインのうち 8.8%がオーストラリア産（世界 4 位）であり、生産量は世
界 7 位の 4.3%であった。これはオーストラリアにおけるワイン生産の特徴
のひとつであり、65.5%が輸出用、34.5%が国内消費と輸出量が国内消費量
を大幅に上回る。国内では南オーストラリア州におけるワイン生産量がオー
ストラリア全体の 48%とおよそ半数を占め、本研究対象地であるニューサ
ウ ス ウ ェ ー ル ズ 州 は 西 オ ー ス ト ラ リ ア 州 に 次 ぐ 26% ほ ど で あ っ た
（39037ha）。  
図 12,13 より、ブドウ生産量については、2000 年から 2004 年にかけて
増加、その後 2010 年まで若干減少傾向にあったものの、以後、再度増加傾
向にある。こういった変化の要因に、輸出量の増加が大きく関与する。1995
年当時、オーストラリアにおける輸出用ワインの生産量は 20%程度だった
が、その後、質の高い新世界ワインの流行、オーストラリアワインの国際展
開により 2012 年には 40%を占めるようになった。このように、国内消費量
だけでなく、輸出量が増えたことにより、生産量は再度増加傾向にあると予
想できる。  
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 図 12 ワイン用ブドウ生産量（ニューサウスウェールズ州）  
（農業センサスより筆者作成）  
 
図 13 ワイン用ブドウ生産量（オーストラリア）  
（農業センサスより筆者作成）  
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図 14 ワイン用ブドウ栽培面積（ニューサウスウェールズ州）  
（農業センサスより筆者作成）  
 
図 15 ワイン用ブドウ栽培面積（オーストラリア）  
（農業センサスより筆者作成）  
 
 次に、栽培面積についてだが（図 14,15）、2000 年から 2011 年にかけて増加
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傾向にあったものの、2013 年に減少しているのが図から読みとれる。1990 年
以降のオーストラリアにおけるワインツーリズムの発展以後、ハンターバレー
においても 2000 年代にかけてワイナリーが急速に増加した。しかし、栽培・
生産コスト面のほか、ハンター地域だけでなく他地域でブドウ畑を所有するほ
うがより多くの種のワインを生産・販売できること、ワインツーリズムのマス
ツーリズム化により、ウェディング会場やコンサート会場などが設立されるな
ど土地利用変化がみられるようになったことなどから、ブドウ栽培面積に関し
ては近年微減している。オーストラリア全体として、これまでの量の追求から
質の追求への変化へと、いっそう集約的なブドウ生産を目標としていることか
ら、いずれの指標においても、各指標は数字の上では減少傾向を示す結果とな
っている。  
これは寺内（2003）でも論じられており、新大陸だけでなく、日本国内のワ
イン生産にもいえることのようだ。寺内（2003）が取り上げた山梨県勝沼町の
ブドウ栽培については、勝沼町におけるブドウ生産の主流は、価格的に高水準
が期待できる生食用で、ワイン原料である加工出荷は主流とはなりえていない
こと、また近年の赤ワインブームに対し勝沼は白ワイン用醸造用品種が主体で
あったことを、ワイン生産量減少の理由とした。  
 このように、ハンターバレーはワイン用ブドウの耕作地の規模としては決
して大きいとはいえない。ハンターバレーのブドウ栽培面積は、オーストラ
リアにおけるそれのわずか 1.8%にあたり、国内 13 位である。ニューサウ
スウェールズ州内でみてみると、ブリスベンにほど近い The 
Riverina-Murray area における栽培面積が州の 74%を占め、ハンターバレー
はわずか 6.8%であった（図 9）。さらにそのうち、赤ワイン用のブドウは州
全体の生産量の 6%、白ワイン用の生産量は 7.6%であった。  
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図 9 ニューサウスウェールズ州におけるブドウ畑の割合  
（Economic Development Strategy より引用）  
 
 新大陸ワインの世界進出、さらにその手本といわれたオーストラリアだ
が、ここ 5 年ほど厳しい状況にある。経済不況とオーストラリアドル高によ
って、今後の主要市場になると期待される対新興国の貿易が滞っておること
が原因となり、1996 年以降増加傾向にあった輸出高は減少傾向にある。現
在、オーストラリアにおけるワイン生産量のおよそ 20%が過剰生産となっ
ており、少なくとも 17%の栽培面積を減らすことが協議で決定された 7)。生
産者らとしては、新たにブドウの苗を植えることなく、現状あるブドウ畑で
の栽培にとどめるほか、ブドウを収穫せずそのまま放置するなどして対策を
している。国全体はもちろん、ハンターバレーにおけるワイン産業も厳しい
状況にあることは否めない。2008-09 年から 2011-12 年にかけ、ブドウ生産
者は 277 名から 207 名と 25.7%減少したほか、生産量は 60%減少、栽培面
積も 40.7%減少した（図 8）。  
 
 
 
74.1% 
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0.1% 
0.5% 
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4.0% 
1.0% 
6.8% 
Vineyard Area in NSW by Wine District 2012 (% of vineyard area in    NSW) 
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表 2 ハンターバレーにおけるブドウ栽培面積と生産量  
 
（Economic Development Strategy より筆者作成）  
 
 1-3) ワインツーリズムの歴史  
19 世紀初頭のヨーロッパ人らの入植により、ハンター地域は居住・開拓・
耕作・建築から遠ざかり、先住民らはコミュニティを追い出され、人口減少
が起こった。その後、1797 年にイギリス人入植者によってハンター川が発
見されて以降、シドニーとその周辺地域への輸送手段として発展し、この地
域は蒸気船に使う木材や石炭の供給源として重要視されるようになった。
1800 年代に入ると、ハンター地域への陸路の発見、シドニー・ハンターバ
レー間の道路整備など、徐々に発展していった。  
ハンター川の砂州は多くの農業に適していることが明らかになって以来、
この地域での農業と牧畜活動が急成長し、それらがオーストラリア経済にお
いて重要と位置付けられ、1820 年にワイン用ブドウの栽培が導入された。
この頃、アマチュアブドウ栽培家 James Busby 8)は、ヨーロッパのワイン生
産地域で教育を受け、ヨーロッパと南アフリカで栽培された 600 ものブド
ウの木をニューサウスウェールズ州に持ち込んだ。300 種以上ものレプリカ
とクローンを、当時 James の親類が所有していた小規模なブドウ農園で栽
2008-09 2009-10 2010-11 2011-12 % Change
2008/9-2011/12
Red Wine Grapes 256 193 Not Published 178 -30.5%
White Wine Grapes 220 201 176 -20.0%
Total 277 229 207 -25.3%
Red Wine Grapes 1825 1499 1298 1153 -36.8%
White Wine Grapes 2670 2038 1770 1511 -43.4%
Total 4995 3537 3068 2664 -40.7%
Red Wine Grapes 9126 4920 2136 -76.6%
White Wine Grapes 17285 9597 8418 -51.3%
Total 26411 13886 10554 -60.0%
Red Wine Grapes 5.1 2.9 2
White Wine Grapes 6.5 4.8 6
Total 5.9 4.0 4
Business (number)
Area under Cultivation (ha)
Production (t)
Yield (tonnes / ha)
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培し、徐々に拡大を重ね、1840 年までに 500 エーカーを超える規模へと成
長した。これが、今日のハンターバレーにおける家族経営型農業の起源とな
っている。  
1930 年までに、ハンターバレー、特にポコルビン地区は高級ワインを生
産する地域として確立し、特にシドニーやメルボルンでの評判を高めた。今
日、ハンターバレーのワインツーリズムに貢献する Tyrell’s Wine や
Drayton’s Family Wines、Tulloch Wines、Lindeman’s などはこの時期から
ワイン生産を行うようになり、ハンターバレーの発展を支えてきた。1930
年代後半から 60 年代にかけては、世界不況や戦争、また他地域で作られた
より安価なワインの台頭などによる影響も受けたが、多くのワインメーカー
はワインへの情熱を持ち、質の高いワインの追求を続けた。  
1950 年代に入ると、良質なワインの世界的な流行により、ハンターバレ
ーにおけるワイン産業は再び活気づくようになる。特に、1963 年の Lakes 
Folly 創業は、その後のハンターバレーの発展に大きく貢献した。Lakes Folly
は 1970 年代、オーストラリアで初のシャルドネ種の栽培を始めるなど、今
日のハンターバレーの基礎を築いた。その成功例をもとに、1970 年以降、
ブティックワイナリーが急増した。各ワイナリーはセラードアをもち、そこ
で自社のワインを販売するようになる。ワイナリーに来なければ購入できな
い、少量で高品質なワインを求め、多くの人々が訪れるようになった。これ
がツーリズムの発展につながっている。このように、ワイン産業と観光を結
びつけたのが、今日のハンターバレーの大きな特徴といえるブティックワイ
ナリーの存在だといえる。  
1930 年代の経済危機、1950 年初めのワイン畑の減少、20 世紀初頭の、
オーストラリアワインに対する「安ブドウ酒」という悪評といった幾度もの
危機を乗り越え、ハンターバレーのワイン産業は、農業としての価値があり、
国内外の貿易も可能で、さらに日々の飲料のひとつとしても価値のあること
から、少しずつ受け入れられるようになった。今日、それぞれのワイナリー
の歴史を映し出した特徴的なワインを生産するワイナリーは、140 軒を超え
る。  
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1-4) 炭鉱業との関係  
ハンターバレーの位置するハンター地域の最大の都市、ニューカッスルは、
長年炭鉱業の地として栄え、現在も日本をはじめとした諸外国に石炭を輸出
するオーストラリア有数の輸出港である。炭鉱業はかつて、オーストラリア
経済において重要かつ最優位に置かれた産業であったが、そもそもワイン産
業の拡大に伴い、その優位性に変化がみられはじめた。ハンターバレー周辺、
特にアッパーハンター地域は石炭輸出港のニューカッスルから遠いため、こ
れまで炭鉱業とは関係がない地域と認識されてきた。しかし、1990 年以降
アッパーハンター周辺でも採掘がおこなわれるようになり、周辺地域で採れ
たブドウの搾り汁から石炭のちりに含まれる硫化物のようなにおいがした
ため、とあるワイナリーは自社のワイン用のブドウ畑を売却した。2011 年
には、Tyrell’s Wines のオーナーがハンター地域における炭酸ガス開発に反
対する署名を提出するなど、ハンター地域におけるワイン産業と炭鉱業の共
存問題について動きがみられる。実際に、南オーストラリア州に展開するマ
ーガレットリバーでは、ワイン生産業に悪影響があることから周辺地域での
鉱業を全面的に阻止し、さらに同州内 760 万 ha での鉱業を禁止する法律が
制定された。今後ニューサウスウェールズ州でも同法が導入される予定だ。 
このように、近年ハンター地域においても、ワイナリー関係者と鉱山会社
の対立が生まれるようになった。ワインの味は自然・環境に大きく関係があ
るため、敏感になるのも当然である。ハンター地域の経済においては依然と
して炭鉱業の占める割合は大きい。だが、ハンター地域における炭鉱業のシ
ェアは大きく、鉱山は年間 2 億トン、国全体の 80%に相当する量の石炭を
排出しており、さらに 2035 年には石炭の世界消費量が 2008 年の 60%増し
になるという予測もある。  
それでもワイナリー関係者にとってハンター地域はあくまで「ワインの観
光地」という考えが強く、この地が今後も「工業地帯」とみなされ続けると
誰も投資しなくなることへの懸念から、政府としても地域の意見に対応する
ように資源プロジェクト向け計画制度を撤廃した。それにより、現在 50 億
オーストラリアドル以上の対外諸国とのプロジェクトが保留となっている。
だが、ハンター地域における炭鉱業のシェアは大きく、鉱山は年間 2 億トン、
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国全体の 80%に相当する量の石炭を排出しており、さらに 2035 年には石炭
の世界消費量が 2008 年の 60%増しになるという予測もあることから、今後
の展開が注目される  
 
1-5) オーストラリアにおける地理的呼称制度  
1993 年、オーストラリアにおいても地理的呼称制度が導入された。これ
は、他と区別されるべき産品の品質は、固定された地域に内在する自然的・
人文的要素こそが製品に他との差別化を促す独自性をもたらすように、気
候・土壌などの自然条件やワインづくりの伝統的文化の総体ともいえる産地
に由来するものだからである（斎藤  2010）。  
オーストラリアの地理的呼称制度は、ゾーン（地域）、リージョン（地区）、
サブリージョン（小地域）の 3 つに分類される（図 11）。ハンターバレーは、
Hunter Valley（ゾーン）、Hunter（リージョン）、 Broke Fordwich、Pokolbin、
Upper Hunter Valley の 3 つのサブリージョンで構成される。ヨーロッパで
広く普及する原産地呼称制度のように厳格な規定はなく、唯一の規定は、特
定の地名を表示するワインには、その地方で収穫されたブドウが少なくとも
85%以上含まれていなければならないというもののみである。  
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図 11 オーストラリアにおける地理的呼称制度  
（C. Michael 1998 より筆者作成）  
 
 
2. オーストラリアの観光からみたワインツーリズムの位置づけ  
ワインツーリズムは国内観光客・国外観光客の両方で成り立ち、国の経済活
動に大きく影響する。オーストラリアにおける観光業は、長い間経済活動の重
要要素のひとつといわれてきたが、近年の観光業の急速な成長により、主要要
素となりつつある。かつて、オーストラリアにおける観光成長率は世界の 2 分
の 1 ほどであったが、1984 年から 1988 年にかけて外国人旅行者が 25%増加し
て以来、高い成長率を維持している。しかし、多くの国にとってオーストラリ
アは比較的遠距離に位置していることも原因となり、更なる外国人観光客誘致
が今後の課題とされる。  
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 図 16 2009 年 3 月-2014 年 9 月  国内観光客数（日帰り）  
(Destination NSW より作成) 
 
 
図 17 セラードアにおける平均売上高（2012）  
 (Hunter Valley Annual Report 2012 より作成) 
 
 図 16 は、2009 年から 2014 年のハンター地域全体における日帰り国内観
光客数の変化をグラフ化したものである。訪問時期は年代によりばらつきが
みられるが、季節的な変化は少ない。同様に、ハンターバレーにおけるセラ
ードアの売上高についても（図 17）、一般的な観光業と異なり季節的な影響
が比較的少ないことが見て取れる。これは、収穫期以外も定常的に観光客を
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誘致する様々なイベントを行い、美しい景観を維持してきたからこその結果
であると考える。  
 
2-1) ハンター地域における観光ビジョン  
Hunter Regional Plan 2013-23 において、ハンター地域は、住みやすく、
働きやすく、品質の高い製品・サービスを生産し、オーストラリアで最大の
地域経済を誇る地域として今後も成長を続け、国内だけでなく国際的により
一層認知されるべき地域であると考えられている。そのためには、健康や教
育、労働の支援は勿論、生産業、観光業などにおいては常に海外諸国を意識
した輸出志向型をめざし、投資するにふさわしい地域を作っていくことが必
要とされている。  
ハンター地域はいまだ開発途上の地域であり、2015 年のアジアカップを
きっかけとした国際戦略のほか、労働環境の改善、交通輸送関連の整備や土
地利用対策による人口増加への対応が必要とされる。2012 年現在のハンタ
ー地域における GDP は 369 億ドルで、2036 年までに 650 億ドルを超える
と予想され、オーストラリア全体にとっても重要な経済地域として注目され
る。そのためにこの地域が改善していくべき課題として、多様な経済基盤、
特に熟練工など労働者への配慮、インフラ整備、教育関連、開発可能な土地
の確保、国内だけでなく海外市場への意識向上が挙げられる。  
ハンターバレーにおいては、観光客用の宿泊施設や観光地化に伴うブドウ
畑の拡大は既に飽和状態となっており、ワイン産業自体に支障を与えると考
える経営者も少なくない。今後これ以上の観光地化と新しいワイナリーの建
設は、ハンターバレーの景観を破壊することにつながり、既に過剰発展であ
るという見方もある。ハンターバレーの誇るワインの質や高い生産量を維持
するためにも、自治体はこれ以上の発展を食い止める必要があるとしている。
他方、一部の経営者は、ハンターバレーは、オーストラリアで最初にブドウ
栽培がおこなわれた地域であり、広大な土地を誇るからこそ、常に変化を与
えながら観光客を魅了し続けることが必要と考える者もいるようで、真の観
光地化について今後も考えていく必要がある。  
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3. 各アクティビティについて  
3-1) 宿泊施設  
 Hunter Valley Wine Country Tourism の調査によると、ハンターバレーに
には現在 124 軒の宿泊施設が展開している 9)。  
 
 
図 18  2012 年月別客室稼働率  
（Hunter Valley Wine Country Tourism Monitor 2012 Annual Report より筆者作成） 
 
図 18 は、Hunter Valley Tourism Association に加盟しているすべての宿泊
施設の月別客室稼働率をあらわしたものである。図より、3 月と 9 月がもっ
とも客室稼働率が高いのがわかる。これは、オーストラリアの秋と春に当た
り、観光に適した気候から多くの観光客が訪れる時期であるからだ。さらに、
多くのイベントや結婚式もこの時期に行われるため、利用率が高くなる。  
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図 19 平日・週末客室稼働率の月別変化  
（Hunter Valley Wine Country Tourism Monitor 2012 Annual Report より筆者作成） 
 
 次に、平日と週末の客室稼働率について比較してみていく（図 19）10)。6
月を除き年間を通して平日より週末のほうがより稼働率が高い。週末は 3
月・4 月・9 月・10 月・11 月の稼働率が高くなっているのに対し、平日の
客室稼働率は年間を通してほぼ横ばいで、大きな変化はみられない。ニュー
サウスウェールズ州では、12 月・1 月・4 月・7 月・9 月・10 月に祝日が制
定されており、この時期は週末だけでなく平日にも観光客が分散し、特に長
期休暇のあるイースター、クイーンズバースデー（6 月）、レイバーデー（10
月）が、週末・平日両方の客室稼働率を上昇させたと考えられる。  
 また、毎月行われるイベントも、稼働率に関与するといえるだろう。ハン
ターバレーは、レジャーに適した春・秋以外の観光客誘致のため、年間を通
してさまざまなイベントをおこなっている。2012 年は、2，3 月にはコンサ
ートや音楽のフェスティバル、5 月の Lovedale Long Lunch や 6 月の Hunter 
Valley Wine & Food Mount、7 月の Chocolate Festival といった食のイベン
ト、10 月には Opera in the Vineyards などが開催され、季節に合わせたイ
ベントをおこなうことで年間を通して観光客を獲得してきた。  
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 3-2) サイクリング  
 
写真 4 サイクリングには適さない道路環境(1) 
（2014 年 3 月  筆者撮影）  
 
 現在、ハンターバレーには 2 か所のレンタサイクル事業が存在し、その
両方がポコルビン地区に位置する。本研究の実地調査をするにあたり筆者は、
Broke Road の北に立地する Grape mobile Bicycle Hire を利用した。どの周
辺地域からでも、路線バスはセスノック地区中心部のターミナルまでしか走
っていないため、自転車レンタル料のほか手数料を支払い、レンタサイクル
業者のピックアップによりポコルビン地区まで移動するシステムを利用し
た。ハンターバレーは、今後数年以内に道路整備が行われる予定だが、現在
は道路状況がかなり悪く、さらに一部道路は路側帯も狭いため、サイクリン
グはもちろん、レンタカーでの移動すらも向いていないように感じられた
（写真 4）。また、丘陵地のため起伏も激しく、本地域の魅力である美しい
景観を楽しむためには、急な坂道をのぼらなければならないなど、自転車を
利用した観光行動には問題点も多くみられた。つまり、このアトラクション
はあくまで、サイクリングを通してハンターバレーの美しい景観や空気を楽
しむアクティビティのひとつであり、移動手段としてはあまり推奨できない。 
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 3-3) ローカルプロダクツ  
 多くのワイナリーが、自社のワインのほかに、ハンターバレーで作られた
ジャムやオリーブオイル、チョコレート、自社オリジナル商品などを展開し
ていた。  
 
 
写真 5 オーガニック商品の展開  
（2014 年 3 月  筆者撮影）  
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写真 6 ハンターバレーで作られたオリーブオイルの試食販売  
（2014 年 4 月  筆者撮影）  
 
 
 3-4) Hunter Valley Gardens の展開  
 1997 年、ポコルビン地区中心部に開業したこの複合施設は、レストラン
やショッピング、ゴルフ場のほか、大きな公園があることから、ハンターバ
レーの新しいアクティビティとして地域の発展に貢献してきた。それまでは
みられなかった、買い物目的や、家族連れが公園で遊ぶことを目的にハンタ
ーバレーを訪れる地元住民や観光客が増え、観光客の質の変化を表している
といえる。初めてハンターバレーを訪れた観光客にとっては、一か所にすべ
てが集積し、さらにポコルビン地区の中心に立地するこの複合施設はかなり
利便性が高いだろう。  
 
3-6) その他アトラクション  
 本研究においては、あまり調査することができなかったが、写真 7,8 から
わかるように、ハンターバレーの広大で美しい自然を活用し、熱気球や乗馬
32 
 
体験、ゴルフといったさまざまなアクティビティが展開されている。このよ
うに、ワインが苦手な人や子供でも楽しめる地域として発展してきた。  
 
 
写真 7 熱気球体験  
（2014 年 3 月  筆者撮影）  
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 写真 8 馬車の乗車体験  
（2014 年 3 月  筆者撮影）  
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Ⅲ ハンターバレーにおけるワインツーリズムの地域的展開  
1. ハンターバレーにおけるワイナリーの分布傾向  
本章では、現地での聞き取り調査と事前のインターネット調査を参考に、
ワイナリー分布の年次変化と、各規模別のワイナリー分布の年次変化につい
て、各ワイナリーの付帯機能から分類し、考察を進める。  
 
2. 分布の年次変化からみたハンターバレーにおける発展プロセス  
 今回対象とする 66 軒のワイナリーについて、4 つの年次について大小二
つの規模に分類し、立地展開を地図化した。年次は①1900 年まで、②1900
年から 1984 年、③1985 年から 1999 年、④2000 年から現在の 4 分類とす
る。これは、ワイナリーでの経営者の聞き取り調査と、Paul ら（2013）の
分類方法を参考にした。  
 1900 年前後におけるワイナリーの立地は（図 22）、ポコルビン地区のメ
インロードである Broke Road と McDonalds Road 沿い、特に地区南部で目
立つ。これは、各ワイナリーで醸造されたワインが、消費地であるニューカ
ッスルやシドニーといった都市に輸送しやすいよう立地された結果である。
統計情報より、1995 年以前の国外輸出量が生産量のわずか 20%だったよう
に、この時期のワイン生産は国外ではなく国内の周辺都市への供給が目的で
あり、ワインツーリズムが未発達であったことがいえる。次に、1984 年ま
での展開図をみてみる（図 23）。この時期になると、Wine Country Drive 周
辺をはじめとした Broke Road 以北への展開が始まり、その後 Hermitage 
Road の発展と、主要道路外への立地展開がみられる（図 24）。Hermitage 
Road は中心部から離れ、バスなどの公共交通手段もないことから、自家用
車もしくはツアー会社を利用しないと行きにくく、本調査では詳細な調査は
行うことができなかった。この地区では、特に 1980 年から 2000 年にかけ
てのワイナリーの新規開拓が顕著であった。ポコルビン地区の中心部で発展
がはじまったワインツーリズムは、道路網の整備に伴い周辺地域での開発が
進み、ワイナリーも広く分散して立地するようになった。  
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図 22 1900 年以前開業のワイナリー分布  
（HVTA ホームページより筆者作成）  
 
図 23 1984 年以前開業のワイナリー分布  
（HVTA ホームページより筆者作成）  
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図 24 1999 年までに開業のワイナリー分布  
（HVTA ホームページより筆者作成）  
 
このような分散的な立地は、ハンターバレーの波浪状の丘陵地形が大きく
関係していることが地形図から読み取れた（図 25）。波浪状の丘陵地形は、
日照条件が斜面の傾斜方向などにより異なるため、ブドウの栽培適地が丘陵
地全体の広い範囲に及ぶことになる。よって、ほとんどのワイナリーが波浪
状の傾斜を利用しブドウ栽培を行うため、各ワイナリ―間の移動距離は長く、
かつ傾斜が激しいのが特徴である。新規開拓がはじまった Hermitage 
Road・Deaseys Road 周辺地区の特徴として、道路沿いの波浪状の丘陵地
形に合わせて区画整備がされ、各ブドウ畑はほぼます目状に展開しているこ
とが地形図から読み取ることができる（図 26）。  
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図 25 ポコルビン地区中心部の地形  
（Topographic & Orthophoto Map 1:25000 「Cessnock」より引用）  
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図 26 Hermitage Road 周辺の地形  
（Topographic & Orthophoto Map 1:25000 「Greta」より引用）  
 
2000 年以降になると、新規のワイナリーの展開は急激に減少しているの
がわかる（図 27）。聞き取り調査によると、既にハンターバレーにおけるワ
イナリーの展開は飽和状態であり、新規のワイナリー展開の代わりに、宿泊
施設やレストラン、ウェディングなどの新しい観光アトラクション機能を増
設するなど、再編と新たな展開がみられるようになった時期だ。  
39 
 
 
図 27 2011 年現在のポコルビン地区におけるワイナリー分布  
（HVTA ホームページより筆者作成）  
 
3. 規模別にみたワイナリー分布の年次変化  
 
図 28 規模別分布  
（HVTA ホームページより筆者作成）  
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 続いて、ワイナリーを小規模ワイナリー・大規模ワイナリーに分け、そ
れぞれの年次変化を検討する。規模の分類方法としては、事前調査の結果、
グループテイスティングとローカルプロダクツの販売はほとんどのワイナ
リーで行われていることから、それ以外の付随機能（レストラン、宿泊施設、
ワイナリーツアー）を擁するワイナリーを大規模ワイナリー、他機能を持た
ないワイナリーを小規模ワイナリーとした。以上についても、Paul ら（2013）
の分類方法を参考にした。  
図 29,30 より、イギリスの植民地であった 1900 年前後までは、大規模施設
は Broke Road などの主要道路沿いに立地しているのに対し、小規模施設は
比較的主要道路から離れた場所に立地している。これは、小規模ワイナリー
では現地のセラードアで販売する以上のワインを生産することが難しいう
え、大規模ワイナリーのように都市へ向けた輸出が少ないため、主要道路沿
いに展開する必要がなかったと予想できる。  
 
 
図 29 小規模・1900 年以前開業のワイナリー分布図  
（HVTA ホームページより筆者作成）  
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図 30 大規模・1900 年以前開業のワイナリー分布図  
（HVTA ホームページより筆者作成）  
 
 
図 31 小規模・1984 年以前開業のワイナリー分布図  
（HVTA ホームページより筆者作成）  
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図 32 大規模・1984 年以前開業のワイナリー分布図  
（HVTA ホームページより筆者作成）  
 
1984 年までには、大規模施設は Broke Road 以北への展開、特に Wine 
Country Drive 沿いへの立地がみられた（図 31,32）。  
ハンターバレーにおけるワインツーリズムの発展のピークともいえる
1999 年までに、大規模・小規模ともに周辺地域への展開、特に大規模ワイ
ナリーの広域展開が目立つ。これは丘陵地形により栽培地域が限られている
こと、また大規模ワイナリーは、ワインを生産・販売だけでなく宿泊施設や
土産物店、ウェディング事業などの複合的な観光アトラクションを備え、ワ
イン生産に関するテーマパーク的な存在にもなってきた時期だ。大規模ワイ
ナリーはマスツーリズム化したワインツーリズムに対応し、国内外からの多
くの観光客を集めている。大規模ワイナリーでは駐車場など広い施設を必要
とするため、その空間的な展開は、周辺地域の新規の地区で有利となり展開
が進められてきたことがみてとれる。  
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図 33 小規模・1999 年以前開業のワイナリー分布図  
（HVTA ホームページより筆者作成）  
 
図 34 大規模・1999 年以前開業のワイナリー分布図  
（HVTA ホームページより筆者作成）  
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図 35 2011 年現在の小規模ワイナリー分布図  
（HVTA ホームページより筆者作成）  
 
図 36 2011 年現在の大規模ワイナリー分布図  
（HVTA ホームページより筆者作成）  
その後、2000 年以降現在までに新たに新設されたワイナリーは少なく、
あまり変化が見られない年代である（図 35,36）。  
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このように、2000 年以降の新規開拓が滞った理由として、すでにハンタ
ーバレーにおけるワイナリーの展開は飽和状態にあり、新規の展開のかわり
に宿泊施設やレストラン、ウェディングなどの新しい観光アトラクション機
能を増設するなどして対策しており、再編と新規展開がみられるようになっ
たことが挙げられる。ここで、近年発展の著しいアクティビティのひとつと
して、ウェディング事業について取り上げる。  
 
図 20 結婚式催行数の年次変化  
（Hunter Valley Wine Country Tourism Monitor 2012 Annual Report より筆者作成） 
 
近年増加傾向にあるアクティビティのひとつとして、ウェディング事業が
あげられる。2012 年現在、104 の結婚式場が展開しており、同年にはハン
ターバレーにて 524 件の結婚式が執り行われ、44240 人のゲストがハンタ
ー地域に訪れた。これは、2011 年と比較して 30%増加している。また、2006
年以降ハンターバレーにおける結婚式催行数は多少の増減はみられるもの
の年々成長を遂げている。この結果からもわかるように、近年ウェディング
事業はハンターバレーにおける重要なアクティビティのひとつといえるだ
ろう。もっとも催行件数が多かった月は 3 月で、一件あたりの来場者数がも
っとも多かったのは 1 月であった（図 21）。  
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図 21 結婚式催行人数およびゲスト人数の月別変化  
（Hunter Valley Wine Country Tourism Monitor 2012 Annual Report より筆者作成） 
 
こうした取り組みからも見て取れるように、近年ハンター地域における観
光のタイプが変わりつつあると Tamburlaine Wine のオーナーはいう。15 年
ほど前までは、ハンターバレーにはワイナリーしかなく、コンサートやウェ
ディング、会議会場としての利用だけでなく、宿泊施設やレストランすらも
みられなかった。つまり、この 15 年ほどで、ハンターバレーの観光客の大
半を占める国内観光客らはワイナリー訪問や都市部でのワインイベントな
どによってワイン産業やブドウ畑、ワイン醸造に関する知識を十分に得てき
た。比較的郊外地域でもワインの購入が可能になった現在、単にワイナリー
の経営者らとの会話をするためにわざわざワイナリーを訪れなくなった。ワ
インツーリズムが確立し始めた 20,30 年前と比べ、観光客の訪問目的が変化
しつつある。今回参照したデータも、会議に関しては 2008 年から、ウェデ
ィングに関しては 2006 年からと、統計からみても新しい取り組みであるこ
とがいえるだろう。  
Tamburlaine Wine では、ハンターバレーの素晴らしい景観を活かし、ウェ
ディングができないかという観光客らの声を参考にビジネスを始めるよう
になった。シドニーやニューカッスルといった都市部では限りがあるが、ハ
ンターバレーなら異なる雰囲気・景観に囲まれ、さらに雇用にもつながるビ
ジネスは、双方にとって多くの利点がある。  
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このような新事業の参入により、それまで工場見学的要素の強かったワイ
ンツーリズムは景観や食、遺産などの観光資源に触れる機会を与えている。 
 
4. 各ワイナリーの特徴  
 4-1) Scarborough WINE CO. 
 オーストラリアに多く見られる家族経営型企業のひとつで、小さなワイナ
リーではあるが、比較的歴史のあるワイナリーである。試飲の形式としては、
着席式で写真 9 のようなシートを渡され、さらに試飲したワインをすべて目
の前に置いておいてくれるため、自分がどんなワインをどんな順番で飲んだ
かが一目でわかるよう工夫されていた。現地調査の際は、赤・白・デザート
ワインの計 11 種類を順番に試飲させてくれ、チーズとドライフルーツの盛
り合わせも提供されるなど（写真 10）、ハンターバレーの中でもかなり珍し
いワイナリーであった。ワインを注ぎながら口当たり、最適な料理など一通
り説明をしてくれる、まさにハンターバレーの目指す形態であった。ハンタ
ーバレーのメインロードである Broke Road から 1 本北に位置し、比較的立
地もよい。自転車でも来訪しやすいワイナリーであった。ブドウ畑もすべて
自社のものであり、ワイナリー周辺に広がるもののほか、Upper Hunter と
Broke 地区にワイナリーを所有している。  
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写真 9 試飲シート  
（2014 年 2 月  筆者撮影）  
 
写真 10 チーズやクラッカー  
（2014 年 2 月  筆者撮影）  
 
4-2) Peterson House  
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スパークリングワイン専門という、ハンターバレーには珍しい形態のため
か、店内は常に観光客でにぎわう。ワインにはかわいらしいラベルが施され
ていたほか、バスジェルなど販売するなど、女性をターゲットにした商品も
多く展開していた（写真 11）。本調査で筆者らは自転車を利用して訪れたが、
Broke Road の東側はきれいに整備された道路とはいえ、起伏が激しく自転
車での来訪は向いていない。だが、主要道路上かつインフォメーションセン
ターに近いこともあり、多くの来訪者でにぎわうワイナリーだ。  
 
写真 11 オリジナルグッズの販売 (1) 
（2014 年 4 月  筆者撮影）  
 
4-3) McGuigans Cellars 
 歴史のあるワイナリーで、ポコルビン地区の中心部の最もワイナリーが集
積しているところに立地している。周辺はかなり車通りが激しく、このワイ
ナリーにも多くのツアー観光客らでにぎわっていた。テイスティングコーナ
ーが複数個所用意されているほか（写真 12）、団体ツアー向けのグループテ
イスティングルームもある（写真 13）。しかし、かなり機械的な印象が強く、
ワインに関する説明も希薄な印象だった。ハンターバレーを代表するワイナ
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リーのひとつであることから、ブランド名の明記されたオリジナルグッズを
販売するなど、他のワイナリーと異なる部分が多くみられた（写真 14）。  
 
写真 12 テイスティングコーナー  
（2014 年 4 月  筆者撮影）  
 
 
写真 13 グループテイスティングルーム  
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（2014 年 4 月  筆者撮影）  
 
 
写真 14 オリジナルグッズの販売(2) 
（2014 年 4 月  筆者撮影）  
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Ⅳ 聞き取り調査からみるワインツーリズムの現状  
ハンターバレーに限らず、ワインツーリズムを展開するすべての観光地に
おける特徴ともいえるが、ハンターバレーに展開するよそ 150 軒のワイナ
リーに対し 1 日で訪問できる軒数は限られるため、何回観光に訪れても飽き
ない場所として注目されてきた。単にワインを飲むだけではなく、カフェや
ショッピング、ゴルフなどを楽しみ、ブドウ畑の美しい景観に囲まれリラッ
クスし、ワイナリーやワインメーカーの理解を深めることができるところが、
ワインツーリズムの魅力である（写真 15）。街なかのボトルショップとは異
なり、無料で莫大な種類のワインを試飲し、その中で自分の好きなものを選
び購入する楽しみこそが、ワインツーリズムの醍醐味であり、ハンターバレ
ーもそのブランド名のもとに、様々なビジネスが融合し観光地として発展し
てきた場所といえる。  
 
 
写真 15 ブドウ畑の景観  
（2014 年 2 月  筆者撮影）  
 
53 
 
 今から 30 年ほど前までは、10-15 軒程のワイナリーが立地しているだけ
で現在のようなホテルやウェディング会場といった付随機能はまったくみ
られなかったハンターバレーは、30 年という短期間の間に、基本的な部分
が大きく変化した。その発展要因のひとつとして、まずハンターバレーの立
地が挙げられる。ニューカッスルなどの住宅地に近く、さらに大都市シドニ
ーへのアクセスが良いこの地は毎年多くの人が訪れるため、国内観光客だけ
でなく、国際的にワイン産地として評価されるようになった。また、オース
トラリアで最初にブドウ栽培がおこなわれた地域として知られるように、こ
の地には長い歴史があり、訪問に値する場所としての評価もある。こういっ
た国内外からの評価が、ハンターバレーを観光地として発展させてきた。  
 
1．ワイナリー同士の関連性  
 聞き取り調査より、ハンターバレーにおける各企業間の関係性は希薄で、
共同出資や技術支援などは一切行われていないことがわかった。ハンターバ
レーにおけるブドウ畑の栽培面積は減少傾向にあり、聞き取り調査を行った
ワイナリーのほとんどがコストカットのため自社のブドウ畑は持たず、ブド
ウ栽培業者から仕入れたブドウを自社のワイナリーで醸造、販売という形を
とっていた。それにより、ハンターバレー内のブドウを使用するだけでなく
ニューサウスウェールズ州内、さらにニューサウスウェールズ州外のブドウ
を仕入れることができ、取り扱うワインの種類の多様化が可能となった。そ
ういった近年の傾向に対し、Lakes Folly や Tyrell’s Wines といったハンタ
ーバレーのワイン産業の先駆者といわれた歴史あるワイナリーほど、自社の
ブドウにこだわる傾向がみられた。特に Lakes Folly の経営方針は特殊で、
創業当時からワインの種類は赤・白 1 種類ずつの製造にこだわり、インター
ネット広告や雑誌掲載、シドニーや他州でのイベントなど集客のための工夫
もあまりせず、口コミと自社のブランド力、歴史をたよりに、良質なワイン
生産のみに集中してきた企業だ。  
また、ワイン生産・販売だけでなく、同時に観光客への自転車レンタル事
業を行う Pokolbin Brothers Wine のオーナーは、Palmers Lane 沿線に立地
する 5 軒のワイナリーと共に、2012 年、Palmers Lane というコミュニティ
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を発足した。しかしこのコミュニティは、共同事業というよりかは、それら
のワイナリーが単に Pokolbin Brothers Estate にあるワイナリーだったため
発足しただけで、現時点で登録ワイナリー間のビジネスなどは行われていな
い。また、オーナー自身が作成し、レンタサイクル利用客に配布している地
図に掲載されているワイナリーやレストランに関しても、Pokolbin Brothers 
Estate との関係性は全くなく、単にサイクリングの際に目印となるものを
表記しているだけで、今後各社に働きかけていく予定もないようだ。サイク
リングというアトラクションを通じてハンターバレーの魅力を伝え、発展に
重要な役割を演じているだけに、今後に注目したい。  
 
2．各ワイナリーの工夫  
 より詳細な調査を行ったワイナリーを含め、66 軒の調査対象施設のうち
45 軒での試飲を行ったが、試飲の方法も各企業によりさまざまであった。
スタンディング形式のところ、着席方式のところ、好みのワインを言えばこ
ちらがとめるまで紹介してくれるところもあれば、頼まない限り最初の 1
杯でおわってしまうところもあった。そういった対応の違いについては、特
に規模の大きさや客数は関係なく、大規模であろうとも一人一人の客にきち
んとついて説明をするよう徹底している企業もあれば、規模が小さく客数も
まばらであるにもかかわらず、あまり干渉してこない企業もあった。おそら
く観光客らは、複数のワイナリーをまわりながら、ワインの味だけではなく、
ワイナリーの雰囲気やスタッフの様子など企業色も加味し、お気に入りのワ
イナリー・ワインを見つけ出し、購入していくのだろう。  
写真 16,17 からわかるように、地区内には交差点ごとに各施設の案内表示
がみられた。しかし、国内観光客がほとんどを占めるためか、近年オースト
ラリアに限らず多くの国でみられるような多言語表記は一切見られなかっ
た。今後、中国をはじめとしたアジア市場に発展していくのであれば、そう
いった工夫も必要となってくるだろう。道路上の標識だけでなく、ワインの
試飲リストの表記（写真 18）などにも工夫が必要だろう。  
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写真 16 各施設を示す看板  
（2014 年 3 月  筆者撮影）  
 
写真 17 エリアマップ  
（2014 年 4 月  筆者撮影）  
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写真 18 試飲の様子  
（2014 年 4 月  筆者撮影）  
 
Lakes Folly や Tyrrell’s Wines といった歴史のあるワイナリーは、自社の
ワインのブランド力と歴史に自信があり、口コミが一番の広告・マーケティ
ング活動だと強く主張したように、ほとんどのワイナリーが、観光客を引き
付けるために工夫していること・重要視していることとして口コミ、特にイ
ンターネットサイトでの書き込みという意見をあげた。インターネットは勿
論、雑誌への掲載やシドニーや他州の都市部でのワインのイベントに参加す
るなどしてファンを得ている。多くのワイナリーは、お互い関係性はなく独
立しているが、重要視していることは似通っていた。そのなかで特徴的だっ
た点として、Pokolbin Estate を例に挙げる。ほとんどのワイナリーが無料
でワインの試飲を行っているのに対し、Pokolbin Estate は試飲を有料にし
ている数少ないワイナリーのひとつである（写真 19）。Tamburlaine Wine
のオーナーが、「無料で様々な種類のワインを試すことができるのがハンタ
ーバレーのワインツーリズムの魅力」と主張したのに対し、Pokolbin Estate
では、単なる観光客らの娯楽のために無料で提供することに反対意見を持っ
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ており、本当に試飲が目的である観光客を誘致するためにも、有料制度を導
入していると話していた。  
 
写真 19 試飲有料のワイナリー  
（2014 年 4 月  筆者撮影）  
 
そのほか、ソフト面に関して、ハンターバレーを選び訪れてくれる観光客
に最高の経験をしてほしいと考えるワイナリーが、現段階ではハンターバレ
ー全体で感じられないことが残念だと Tamburlaine Wine のオーナーはい
う。2014 年以降、観光業に限らず、コミュニケーションツールが何よりも
重要になると考えるオーナーは、観光客との会話を最重要視し、スタッフと
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の会話を通してハンターバレーの魅力を感じ、周りの人に伝えていってもら
うことを望んでいる。  
 
3．ビジターセンターの役割  
 2001 年、ポコルビン地区の中心部にビジターセンターが設立された（写
真 20）。Cessnock City Council が運営しており 12)、ワイナリーや宿泊施設
のパンフレットが並ぶほか、ギフトショップや、ハンター地域のワイナリー
の歴史を紹介したパネルなどが展示されている。宿泊施設の予約やツアーの
申し込み、レストランや好みのワインを販売するワイナリーの紹介など、ハ
ンターバレーを訪れる観光客の玄関口として機能している。今後、この機関
がハンターバレーの各ビジネスと政府の仲介人として、ハンターバレーの更
なる発展に影響を与えていくことが望まれる。  
 
 
写真 20 ビジターセンターの様子  
（2014 年 5 月  筆者撮影）  
 
4. オーナーらが考えるハンターバレーの抱える問題点  
ハンターバレーにおけるワイン生産の歴史やブランド力、これまで紹介し
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てきたような各ワイナリーの様々な工夫もあり、ハンターバレーは、オース
トラリアにおける主要観光地として成長してきた。しかし、他州のワイナリ
ー地域にくらべて、州政府の支援のなさが問題となっている。南オーストラ
リア州などはワイナリーの観光としての役割が強く、観光客を引き付けるた
めにもマーケティング・広告面に力を入れてきた。それに対して、あるオー
ナーが「大都市シドニーから近いハンターバレーは、ある意味その立地と歴
史に甘えている部分がある」と話すように、ハンターバレーは宿泊施設など
付帯機能の規模が小さいにもかかわらずマーケティングにそこまで力を入
れていないことなどから、「ブドウ栽培が最初に始まった地域」としてのス
テータスを失いつつある。シドニーというオーストラリア最大の都市が近く
にありながら、シドニーにおいてハンターバレーのワインを提供しているレ
ストランやボトルショップは少なく、むしろ他州で作られたワインがほとん
どを占める。他州のレストランやボトルショップは、それぞれの州内ででき
たワインをサポートし、積極的に提供しているのに対し、ニューサウスウェ
ールズ州においてそういった活動はみられない。ニューサウスウェールズ州
のワイナリーの大半がブティックワイナリーのため大量生産ができず、1 本
1 本のワイン生産にコストがかかることから、レストランに安価で仕入れる
ことが不可能であることが理由としてあげられる。  
このように、他州のワイン生産地域に比べると、ニューサウスウェールズ
州の観光政策はまだ成功とはいえない。ビジターセンターとしてもそういっ
た問題への対策の必要性は語られており、今後もアクティビティを増やすな
ど投資していかないと客は離れていくと考えている。  
 交通アクセス面については、シドニー・ニューカッスル間の高速道路開通
など、近年道路整備が進みつつあるものの、自動車を所有していないと訪問
しづらい地域・地形のため、多くの国際観光客はツアーを利用してハンター
バレーを訪れることが多い。日本のように人口密度が高くないため、公共交
通機関の需要が低く自家用車への依存傾向にあるため、観光客の選択肢はほ
ぼ無しに等しい。これは、今後外国人観光客を誘致していくハンターバレー
にとって大きな課題となるだろう。  
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写真 21 サイクリングに適さない道路環境(2) 
（2014 年 4 月  筆者撮影）  
 
5. 今後のハンターバレーの展望  
オーストラリアにおけるワイン産業の急成長は、同時にワインツーリズム
の発展に大きく関与してきた。しかし、一部のワイナリー経営者らは、「ワ
インツーリズムとは、ワイン生産者と産業全体にとっての二次生産物」と捉
え、自分たちのワインこそがハンターバレーにおけるワインツーリズムの発
展に貢献してきた主要因だと考える者も少なくない。しかし、ワインツーリ
ズムの本質とは、観光客らが地域の歴史やワインについて学び、経験するこ
とであり、ワイン生産業は単にそれを提供する機会に過ぎない。ワインを買
うという行為は、あくまで観光客行動の一要素にすぎないのだ。こういった
ワイン生産者らの誤認が、地域の発展の妨げになっているともいえる。観光
客らは、ワイナリーだけを目的に訪れているのではないことを念頭に置き、
ワインツーリズムを形成する宿泊施設やレストランなど、地域全体でプロモ
ーションしていく必要がある。そのためには、地方自治体・州政府も巻き込
んでいかなくてはならない。  
ハンターバレーは規模が大きく、従業員数も多いため、多様な考えが存在
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する。多様なビジネスによって発展してきた地域でもあることから、ひとつ
のアイディアに対して全員で、まとまってプロモーションしていくことは難
しい。そのため、マーケティング、広告活動などすべての面において、今後
観光地としてどういった方法で維持していくのが最良かを決定するのは容
易ではない。だからこそ、ビジターセンターが重要な役割を果たすと考えら
れる。どんな理由で、何をするかは問題ではなく、コンスタントに観光客が
訪れるようなプロモーションを地域全体で行っていく必要があるが、まだま
だワイナリーがハンターバレーのワインツーリズムの主体であるという考
えをもつ企業は少なくない。30 年ほど前、まだハンターバレーのワインツ
ーリズムが確立していない頃は観光客の関心も高かったが、シドニーやニュ
ーカッスル、また他州の都市でもワインに関わるイベントが行われるように
なった現在、知識を十分に獲得してしまった観光客らは、わざわざハンター
バレーまで出向かなくなりつつある。ハンターバレーの発展・来訪者数は
15 年前がピークで、今はそれほど魅力的な地域とはいえない状況である。  
ウェディング事業・会議としての利用以外の新しい取り組みとして、新し
い幹線道路（ the Hunter Expressway）開通に伴い観光客向けの新しいツア
ールート「 the Hunter Valley Way」が考案された（図 37）。ハンターバレー
周辺地域はワイナリーだけでなく、美術館や、国立公園でのバードウォッチ
ングといったアクティビティ、キャンプに適した土地など多くの魅力があ
る。”Discover the Hunter’s Hidden Secrets”をテーマに置き、特に小さ
なコミュニティ訪問を求める人に適した観光ルートだという。
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 図 37 新しい観光ルート ”the Hunter Valley Way” 
(Around Hermitage 公式ページより引用 ) 
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Ⅵ おわりに  
 本稿では、オーストラリア・ニューサウスウェールズ州・ハンターバレ
ーを対象として、ワインツーリズムの地域的特徴とその空間的展開について
論じてきた。そこで明らかになったことは、以下の通りである。  
まず、ハンターバレーにおけるワインツーリズムの展開は、地域の持続可
能性や活性化に大きく関与すると考えられる。ワインツーリズムをはじめ、
文化的ツーリズムはオーストラリアの観光産業において重要な役割を果た
し、オーストラリアの文化・社会に与えてきた。観光振興とは、商業的な報
酬・対価に基づき観光客が何を求めているかを理解するというよりかはむし
ろ、その地の住民らのコミュニティが何を求め、受け入れ、共存しているの
かを重視することに重きを置くべきだとされている。それが観光地周辺の住
民の質の変化をもたらし、さらに地域の交通手段の発展や福祉面の充実など、
地域全体に新しいサービスやインフラを提供することにつながる。  
ハンターバレーにおけるワインツーリズムの発展は、オーストラリア国内
最大の都市であるシドニーから比較的アクセスが良く、ニューカッスルなど
の住宅地からも近いことから、国内観光客だけでなく国外観光客も多く訪れ
る地域として発展してきた。さらに、オーストラリアにおいて最初にブドウ
栽培が始まったという歴史と、ブドウ価格の下落や世界不況により停滞期に
あった頃も常に質の良いワイン生産にこだわりつづけた経営者らの努力、革
新的な姿勢により、今日までハンターバレーは良質なワインを生産する地域
として国内外で評価されてきた。ほか、観光客の質の変化に対応したワイン
ツーリズムの再編、それによる過剰発展・生産過剰問題も特徴といえよう。
他地域と異なる特徴としては、ブティックワイナリーの多さから、シドニー
をはじめとした州内のレストランはハンターバレーのワインを安価で仕入
れることができず、それによる他地域産のワインとのすみわけも課題となっ
ており、今後の州政府の支援が期待される。こういった様々な文化・歴史が
融合しながら地位産業の特徴となり、発展してきた。ハンターバレーは大規
模ワイナリーと小規模ワイナリーの役割分担がはっきりしており、その二極
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化がこの地域最大の特徴であり発展の要因と結論付ける。  
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注  
1) オーストラリア政府観光局公式サイト http://www.australia.com/jp/参照。 
2) ハ ン タ ー 地 域 (Hunter Statistical Division) は 、 Cessnock, Dungog, 
Gloucester, Great Lakes, Lake Macquarie, Maitland, Muswellbrook, 
Newcastle, Port Stephens, Singleton and Upper Hunter Shire の 11 の Local 
Government Area(LGA)で構成される。  
3) LGA とは Local Government Area の略称で、オーストラリアの地方公共
団体を指す。  
4) 聞き取り調査を行った Tamburlaine Wines は、Hunter Valley wine & 
tourism association には加盟していない。しかし、聞き取りの結果組織に対
する意見等も聞くことができたので、地図上には掲載しないが、ハンターバ
レーにおけるワイナリーのひとつとして検討を進めた。  
5) ポコルビン、ブローク、ラブデール、シングルトン、ウォロンビー、セ
スノックの 6 つの地区で形成されている。また、Cessnock, Singleton, 
Muswellbrook, Upper Hunter, Dungog, Port Stephens の 6 つの Local 
Government Area にまたがる。  
6) Hunter Valley Wine & Tourism Association の略称。  
7) こ の 協 議 に は 、 Winemakers’ Federation of Australia, Wine Grape 
Growers’ Australia, the Australian Wine and Brandy Corporation, the Grape 
and Wine Research and Development Corporation が参加した（Economic 
Development Strategy 参照）。  
8) 「オーストラリアワインの父」と呼ばれ、ヨーロッパからオーストラリ
アへ初めてブドウの苗を持ち込んだ人物。  
9) 2012 年現在、Hunter Valley Wine Country Tourism に加盟しているワイナ
リー  
10) 週末とは、金曜日・土曜日の客室稼働率を指す。  
11)「HUNTER VALLEY WEDDINGS」参照。  
12) 市議会のことを指す。ビジターセンターの運営母体  
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